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<翻訳>

叙事詩の宗教哲学

-Mok号adharma-parvan和訳研究 (XXVII)1 

茂木秀淳 信州大学教育学部社会科学教育講座

キーワード:霊魂の色，ヴィシュヌ信仰，ヴリトラ殺し

[271章](D.280章，C.10025・10097，K.285章)

ウシャナスは言った。

(1) 虚空と共に2地表を3腕の範囲とする4 かの聖なる威光ある神に，友よ，私は敬礼

する。

(2) 無限の場所を5頭とするヴィシュヌ神のこの上なき偉大さを (mahatmyam)私仕故に

語るであろう，ダーナヴァ族の優れた者よ。

ピーシュマは言った。

(3) 二人がこのように話している時， (二人の)疑問を断ち切るために，ダルマを本性と

する偉大な聖者サナトクマーラが6やって来た。

(4) かの雄牛のごとき聖者は，力強い悪魔，聖者ウシャナスに礼拝されて輝く座所にす

わったのである，主よ。

(5) この座った偉大な知者に，ウシャナスは言葉をかけた。「このすぐれたダーナヴァ

族にヴィシュヌ神のこの上なき偉大さをお話し下さい。j

l本相は『叙事寺の宗教哲学'-Mok.5adharrna-parvan和訳研究 (XXVI)-J(信州大学教育学部研錦曜第 119号

2007年 3月pp.1l3-124)に続くものである。略号ーなどは前稿に準じ，本稿で用いる主なものは以下のとおりである。

• Hopkins[1902]: E.W. Hopkins， Remarks on the Form of Numbers， the Method of Using them， and the Nu-
merical Categories found in the Mahabharaω， JAOS.vo1.23， pp.109-155， 1902 

・Hopkins[l903]:E.W.Hopkins， Epic Chronology， JAOS. vo1.24， pp.7-56， 1903. 

• Bedekar[1968]: Y.M.Bedekar， The Doc凶neof出eCo1o町百 ofSou1s in白eMahabh訂ata:Its Characteristics 

and Implications， Anna1s of the Bhandarkar Oriental Research Institute， voI.48-49， 1968， pp.329-338. 

2sakaSal]1 Cp. sakaSal]1， akasena詞nyapradesenasaha vartam如a1Jlmadhyamottaral]1 bhavanam I ( r虚空と共
同とは，虚無の場所である虚空と共に相主する中間と上方の世界のことである)

3p帥ivita1al]1 Cp. (reading p凶ivI凶町)ta同1，padata1削 i旬制ha年/

4P.bahugoc紅訓 D.，K.: bahugocarめ
5 anantal]1 ca sthanal]1 Cn. anantal]l sthana1Jl mok与幼 I( r無限の場所Jとは解脱である Cp.anantal]1 ca 

sth抱1a1Jl， brahma10kawargas曲面lamI ( r無限の場所Jとは，ブラフマンの世界と天界である Cs.anantasya， 
akaSasya sthanal]1， sIma I ( r無限のj とは，虚空の， r場所Iとは，境界である)

6sanatkumaro Cp. sanatkumaraJ:t， nivrttidharrnapravartayit孟 Isukra~ya adhik盈ikatvenabahirrnukhatvat 

tadrsal]1 sa1Jlsayacchedanas加員rthyall)nast1ti sucitam I (サナトクマーラは停止のダノレマを行う者である。インド
ラには，その文阻者の故に，無関心であるから，そのような疑問を酔コ能力は荷主しないと言われている)
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(6) サナトクマーラは，それを聞いて，ヴィシュヌ神の偉大さに関する意義ある言葉を，

思慮あるすぐれたダーナヴァ族に語った。

(7) ダイトヤよ，ヴィシュヌ神のこの上なき偉大さ，そのすべてを聞くべし。一切の世

界はヴィシュヌ神の中に存在している?と知るべし，敵を苦しめる者よ。

(8) 長い腕をもっ者よ，この神が動くもの動かぬものからなる生き物の群を創造した8

この神が，時がたつと(生き物を)奪い去り，時がたつと，再び創造する。(生き物は)

彼の中へと消滅し，そしてそこから生じるのであるh

(9) この神には，布施者によっても10 苦行によっても，祭式によっても到達するこ

とができない。感官の抑制によってのみ (saITIyamenaiva)到達することができるので

ある。

(10) 外的そして内的な行為によっても，心落ち着き (manasisthitah)，認識 (?buddhi)に

よって(霊魂を)汚れなきものにする者は，死後無限性を得るのである。 (Cf.Bedekar

[1968] p.331) 

(11) 金細工師が11 自分で大変な努力を何度もして，銀を火の中で純化するように，

(Cf.Bedekar [1968] p.331) 

(12) そのように，個我 Giva)は，百回の誕生の間，わずかの努力によって，清められる。

そして一回の誕生においてでさえ大きな努力をすオLぼ清められるのである。 (Cf.Bedekar

[1968] p.331) 

(13) (人は)自分の手足から小さな壊を簡単に (lilaya)拭うように，大変な努力を繰り返

して，罪を除去しなければならない。 (Cf.Bedekar[1968] p.331) 

(14) 胡麻と芥子の種は，小さな花輪によって香りをつけられでも，自分の香りを失わな

い。微細なものもそれと同様に考えられるべし。 (Cf.Bedekar[1968] p.332) 

(15) それは，たくさんの花輪によって繰り返し香りをつけられると，花輪の香りが移る

ので， 自分の香りを失う。 (Cf.Bedekar[1968] p.332) 

(16) 同様に，教l着ある者たちにおける性質と 12結びついた罪も，百回誕生すオLば，習慣よ

り生じた (abhyasajena)努力と認識によって (buddhya)消滅する。 (Cf.Bedekar[1968] 

p.332) 

7 sthitaI!l Cp. sthitaIJI， s~~~均 pü町am I( r存在しているj とは，創造以前に，である)

8P.，D.: stiaty e号a K. avaty e号a
9p.，K.は三行詩， D.は二行詩。 K.の句の順序は Rとは異なる (P.ab=K.cd，P.cd=K.ef， P.ef=K油)。
lOp. danavata D. jnavata K. d面Javate 
l1hira早yakarta Cn. SVaTJ.lakara与/

12gUJ.l創reva prasai1gi~u Cv. prasaiJgi~u， prak~~~abhagavatsa血gavatsu I gu早ail)snehadigu早aiちI( r執着ある者に

おいて1とは，すぐれた聖者に報借する者， r性質j とは，愛着などの性質である)
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(17) 人は，自らの行為によって色づ、けられ，また色づけられないのである130 (Cf.Bedekar 

[1968] p.332)ダーナヴァよ，人はどのようにして個々の行為に至るのか，それにつ

いて聞くべし。

(18) そして， (人は)どのように活動し，どこに存在するのか，力強き者よ，それを汝に

順次話すであろう。それをここで心を集中して聞くべし。

(19) 無始無終tこして吉祥な主ハリ・ナーラーヤナ，彼こそが14動くもの，動かぬものか

らなる生き物を創造したのである。 (Cf.Hopkins，Epic Mythology， p.213.13; Naraya1)a 

と Kr~加の同一性)

(20) 彼こそが，あらゆる生き物における滅と不滅であり 15 十ーの変異を本性として，世

界を光によって16飲むのである。 (Cf.Hopkins[Great Epic] pp.166，fn.l， 170.1， eleven 

modifications) 

(21) 彼の足は地と知るべし。頭は天であると 17 腕は方位と，耳は虚空と(知るべし)，

ダイティヤよ。

(22) 太陽はその光からなり，その心 (manas)は月に住み，その認識 (buddhi)は常に知

識の中にあり，その味覚は水において生じるのである18

(23) 彼の両眉の中聞に星がある，ダーナヴァ族のすぐれた者よ。星宿の円環(naksatrac北ra)

は両眼によって(生じ)19，大地は両足の中にあるのである20 ダーナヴァよ21

(24) ラジャス，タマス，サットヴァはナーラーヤナ神を本性とする22と知るべし。彼は，

もろもろの住期の顔であり 23 友よ，彼は (t剖)行為の結果である，と知られている。

(25) そしてまた彼は，非行為の24結果であり，最高にして揺るがぬ者である。ヴェーダ

讃歌は彼の髪であり，聖なる音節は25彼の言葉 (sarasvati)である。

13P.，K.: karma早asvena raktani viraktani ca D. k訂ma頃 svanuraktaniviraktani ca Ca. viraktaniti， samanyato 

jIvaparo napuJ!lsakanirdes幼，bhutanIty adhy油画rova/( r色づけられないIとは，個我を意図して中併形で示されて

いる。あるいは r(色づけられない)荷主(bhuta)J と(中十羽杉の語が)捕われるべきである)
14p. sa vai sdati D.，K.: devaJ:! sdati 

15 k1jaras cak1j制evaca Cs. k凶 ailsaJ:!pr広明iJ:!，向柏崎P訂 amatma/(r滅Iする部分は根本原質であり， r不
滅Iの部分は最高我である)

16rasmibhiり Cp. raSmibhiり， indriyaYfttibhiJ:! I ( r光によってj とは，感官の働きによって，という意味である)
17p.，K.: divam eva ca D. divam ity uta (D.はD七Jにもある巴vacaの繰り返しを避けたか)
18pポ.:prav副 ate D. prati守山i帥

19p.，D.: netrabhyaJ!l K. ne回J!lca N. netrabhyaJ!l netrarasmibhir nirvrttam iti同幼I( r両眼によって」とは，
眼光線によって生じたという意味である)
20P.，D.: padayor bhus ca K. asyam agniJ!l ca 

21Kはこの後に次の一行を挿入している。

taJ!l visvabhu1aJ!l visvadiJ!l param泊11viddhi cesvaram I 

22naraya早a回 akam Cv. n量rayal).atmak創11，naraya早巴navyaptam I (ナーラーヤナ神を本性とするとは，ナーラー

ヤナ神によって遍満されているということである)
23p.，K. mukhaJ!l D. phal創11 Cs. mukham， utpattis由加amI( r.顔Iとは，発生する場所である)
24akarma早拘 Cp. akarmal).a恥jnanasyaI ( r非行為のj とは，知識の， という意味である)
25向 araJ!l Ca.，Cn.，Cp.: ak~araJ!l pral).avo (Ca.，Cp.: vedo vめI( r聖なる音節Jとは，聖音オウムである，ある

いはヴェーダである)
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(26) 彼は多くの拠り所をもち，多くの顔をもち，タツレマとして心臓 (hrd)に住む。彼は

最高のブラフマンであり，ダルマであり，苦行であり，有であり無である。

(27) 彼は，天啓聖典・教義書・(ソーマを掬う)柄杓を持つ十六人の祭官であり，祭式で

ある。彼は，父祖であり，ヴPイシュヌ神であり 26 アシュヴィン双神であり，城砦の

破壊者インドラ神である。

(28) 彼は， ミトラであり，ヴアノレナであり，ヤマでありそしてクベーラ (dhanada)であ

る。これらは27彼の個別の現われである (pfl;hagdarsanas)。そして(人々は)その単一性

も知っている。この世界のすべては，単一の神の支配下にあると知るべし。 (Cf.Gonda，

Aspects of Early Vi刊uism，p.1l0.6 Vi刊u-Mitra)

(29) これ (ayam聖典?)は，多様に存在する彼の単一性を語っている28。人が，知識に

よって29(彼を)見ると，サットヴァが30輝き出るので、ある，ダイトヤのすぐれた者よ。

(Cf.Bedekar [1968] p.332) 

(30) ある個我(jlv功)は，何億という創造と帰減の間31静止し，そして他(の個我)は動

く32。生き物の発生の範囲は33 何千という池(に匹敵するほど大きい)である，ダイ

トヤよ340 (Cf.Hopkins [1903] p.45， paralles illustrative ofthe periods) 

(31) また，その池はすべて，ーヨージャナの幅と，深さとしてはークローシャの深さ

があり，それぞれA面五百35ヨージャナの大きさである。 (Cf.Hopkins[1903] pp.45-46， 

paralles illustrative of the periods) 

(32) 毛の先端で36 池から水を一日一回投げ捨て，二度は捨てないとしよう。(このよう

26p.D.: visnus ca K. rudras ca 

27te N. te ftv甘幼 I( rこれらj とは，祭官たちである) N.の解釈は， d;'ゴjの saIflvidantiの主語を考慮したも

のと思われる。

28P.，D.: vadaty ayam K. vadanty api N. ayam iti buddhistha加 naya与par加がyateI sa ca 'ekaIfl santaIfl 

bahudha kalpayanti I yo devanaIfl namadha eka eva' ityadi I ( rその唯「同生するものを人々は多様に構想する。神々

に名前を与える者は単一であるj などによって， rとれ (ayam)J とは，意識のうちにある聖典であると考えられる)

29p.j百加ena D.，K.: vijnanat 

30p.，K.: sattvaIfl D. brahma 

31 saIflhãravik~epasahasrakoFs Cn. saIflharavik号epasabdabhyaIfljagaIIayodayakalal) ka1pasaIfljnaka ucyate I 

( r創造と帰滅Jという言葉によって，劫という名の，仕界の消滅と生成の時聞が言及されている Cs.s~ãro 

maraJ.lam， vik~epo janma I ( r帰滅]とは死であり創造Jとは誕生である) Cv. saIflhare sati vik~epめ

svodaranik~epaり I ( r創造j とは， r帰滅j している時に 自分の腹に置くことである)

32pracaranti Cv. pracaranti， praIq~!hakarmãJ.1y ac紅anti/(r動くj とは，多くの行為を行うことである)

33p訂imã早y~ Cn.，Cp.: p訂im匂yaIfl， svarthe旬ddhital)(P両ini5.1.124) I (taddhita接尾辞 yaは語本来の意味

において用いられている)

34 この章の第 30~57 詩節，および第 63，69 詩節の韻律は u凹jãti が用いられている。ただし第 31 融巨のみ

Indravajraである。

35pancasatas ca Cn. pancasataJ.! iti Iiitgavyatyaya ãr~幼 1((中件形をとらないという)名詞の性の相違比古形で

ある)

36valako!ya Cv. valako!ya， siIfl釦maradevasyavalagre早aja1~ k~ipyate I siIflsumaravaI北o!yajyotiscakrasya 

paunal)puny巴navartanesati svavihitayu号o'vasane tato 'nyatrapi gacchati I yatha vapIjalasthaSiIl)sumareJ.la tajja1aIl) 

kasmiIflscit kale ucca1advãlako!hy劫 anya回 k~ipya旬 tadvat I ( r毛の先端でj とは，イルカの神の毛の先端によっ
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にしてこれらの)池が消滅した時，生き物の創造と帰滅が一回行なわれた37と知るべ

し。 (Cf.Hopkins[1903] p.46， paralles illustrative ofthe periods) 

(33) 最高の権威 (pramal)a)によれば，霊魂の色は六種である38 黒，灰色，青ー青は

その(黒と灰色の)中間である (athおyamadhyam， cf.Bedekar [1968] p.332， fn.2)一，

そして赤は， (これらより)耐えやすく，黄色は安楽であり，白は極めて安楽である。

(Cf.Hopkins [Great Epic] p.179， the Colors ofthe Soul; Bedekar [1968] p.332) 

(34) 霊魂は，汚れなく愁いなく疲労なき最高の白色を成就すると，力あるダーナヴァ

よ，何千となく母胎での誕生におもむいて後，成就に至るのである，ダイティヤよ。

(Cf.Bedekar [1968] p.332) 

(35) 神は，その道を教義 (darsana見)と言った。(道に)到達した後は，清浄な教義39と

言った40。道は生き物の色によって作られ，そして色は時代剖a)によって作られるの

である，すぐれた悪魔よ41
0 (Cf.Bedekar [1968] p.333) 

(36) この世には十四の十万倍，霊魂の性質の42上昇の道がある，ダイティヤよ。 それ

(霊魂の性質)によって，上昇カ>;43行なわれると知るべし。そして，それら霊魂の維持

と降下とを44同様に(知るべし)0(Cf. Hopkins [1903] p.45， periods of wandering of 

jIva) 

(37) 黒い色(の霊魂)には低劣な道がある。彼は捌試で焼かれつつ沈む45 そして，非常

に多くの生き物として誕生する間，彼の場所は悪しき道とともにあると， (人々 は)語

る460 (Cf.Bedekar [1968] p.333) 

(38) それから十万年住んで，その後に灰色47に達する。彼は，そこに，願望をもつこと

て水が投げられることである。イルカの毛の先端によって，星座が繰り返し回転している時，自分に与えられた寿命

は前主し， (寿命的終ると，そこから)]IJのところに行くのである。池の水にすむイルカが，ある時その水を，立っ

ている毛の先端によって別のところに投げるのと同じように)

37P.lqta'!1 D.，K.: para，!l 

38~a~jlvavaf1.1ã~ Cv. 切~jïvavar平ãh i:守釧amasa-atitamasa -i:号adr司asa-atirajasa ï~atsãtvika 
atisattvikabhedena I (ややタマス的，過度にタマス的，ややラジャス的，過度にラジャス的，ややサットヴァ的，過

度にサットヴァ的の相違による)

39snbham d四-sanam Cv. snbhamdarsaI1am， vaisQavasiωhantaI11 I ( r清浄な教義Jとは，ヴィシュヌ派の動説

である)

40p. caha D.，K.: cap岨 P. iこは ahaが a令]と b令]に 2回用いられている。

41 Deuss聞は Ch如 dogyaUp.8.7-12の参照を示唆し， N司法制haのAit.Up.に厨連づけた解釈を紹介している。

42p.，D.: jivaguQasya K. jivaga早asya

43arohadQa'!1 Cs. aroha早a'!1， purvasmad dh訂idrava司副SU生lav3f1.1apraptiりI( U:昇Iとは，前段階の黄色から

白色への到達である)

44S由加甲凶hani与sara早a'!1 Cp. Y巴nakramennar油 a脚J1S白如a'!1叫 tatkrameva師向1n旬間切削 I(上昇と

維持の1見事と同じ1防事によってそれらの降下もある)

45p.，K.: majjate D. sajjate 
46Kはこの詩節の前に次の詩節を挿入している。

yo 'smad atha bhrasyati kalayogat lq将ev剖l，leti号¥hatis訂V紘r~\巴/

atiprasakto nirayac ca daitya tatas ta~ saIJlparivartate ca /1 
47 v3f1.1aIJ1 h甜 ta'!1 N. h副laJ!1dhu町 a'!1t註yagyonitvaIJII ( rharitaJ とは，灰色であり，動物の母胎である)

Deussen: die fahle [harita-dhiimra， Nfl] Farbe GaI1guli:由巴∞lourcall巴dTawny. 
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なく住む。(住むべき)期間 (yuga)が尽きた時，彼の本性は，暗聞に覆われている48

(Cf.Bedekar [1968] p.333) 

(39) サットヴァの性質と結びつき，自らの認識 (buddhi)によって暗闇を排除しつつ努

める (gha!ate)時，青くなった49その霊魂は赤色に近づき，人間の世界において活動

する。 (Cf.Bedekar[1968] p.333) 

(40) そこで，彼は創造と帰減の間50 自分の行為によって生じた51束縛に苦しみつつ(活動

する?)。それから彼は，百四の帰減と創造的晶ぎた時に52 黄色に世づく。 (Cf.Bedekar

[1968] p.333) 

(41) 黄色の色をもっ者は，千四の生き物の創造の間，活動しつつ存在する。彼は解脱し

ていないので，それから一万回のさらなる(生き物の創造の間)，地獄に存在するので

ある，ダイティヤよ。

(42) そして彼には，帰減によって生じた53五千と四千の道が (gat玲)存在する。そして

(その後)，彼は，他のどの誕生においても，地獄からは54解放されていると知るべし。

(43) 彼は，何度も神の世界で時を過ごし，そしてそこから落ちて人聞に至る。八百四の

創造と帰滅の間，人間の中で存在し，不死性に赴くのである。 (Cf.Hopkins [1903] 

p.45， periods of wandering of jiva) 

(44) 彼は運命によって (kãlayogãt)，この世界から落ちて，黒いもっとも悪しき (sarvaka~!e) 

底に住む。どのようにしてこの霊魂の世界(jivaloka)は(解脱を)成就するのか，この

ことを汝に語るであろう，悪魔の英雄よ。 (Cf.Bedekar[1968] p.333) 

(45) 彼は，七百の神の姿の聞に，赤，黄そして白色となる。この白色に至って，彼は，

もっとも称賛されるべき他の八種の世界に至る。 (Cf.Bedekar[1968] p.334) 

(46) 八(つの世界)と六十と何百(という姿(?))は，大きな光輝を持つ者の心にとっては

48p.，K.: tamasa saJ!lvf!a凶la D. tapasa S創p.vj1:atma
49p. nilo D.，K.: nil如 N. sattvãpakar~e 同 n百ãt nilatv叫 prapyamanu~yaloke parivartate I (サットヴァカ輔少

した場合には，青色から(ヲ)青色性を得て，人間の世界で活動する)

50p. saf!1haravisargam eva D.，K.: saJ!lh量ravisargam巴kam

51p.，K.: svakarm明iち D.svadharm叩 ih

52vyutlte Cn. vyat1te， vyatigacchati， karmavyatihare tait (P勾ini1.3.14) I gatik如 ty紅白sya“vf'dh自to¥:l

antaりprasli~tasya ヤ dhãtor vyatipii円 asyedaJ1l而.pam(cf. KaumudI on P匂ini1.3.14) I ( r vyat1teJ とは，過ぎ

去る，という (parasmaipadaの)意味である杭行為の相互性において (atmanepadaを意味する)tait接尾辞が用い

られている。この語形は，進行と願望を意味する vI語幹と内部で融合した， 1-語幹が vyatiを前半部としている)

53saf!1vartakrtani Cn. saJ!lvartakrtani， kalpe kalpe krtani I ( r~帰滅によって生じたj とは，劫ごとに為された，

という意味である Cs.SaJ!lvartak帥 III saJ!l団地 pra1aya恥krt抑略肉Ijanan制 araJ.lan抑制ha与I( r saJ!lv征組I

とは帰滅「同taJ とは創造である。すなわち誕生と死という意味である) Cv. saJ!lvartakrtani， mahapra1ayakrtani I 

( r帰滅によって生じた」とは，大帰滅において為されたという意味である)

54nirayac ca Cp. nirayat， papat I( r煙掛からj とは，罪からという意味である)
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妨げとなる(7)550 白色の最高の道では，(醒めている状態，夢，熟睡の)三種は56停止

しているのである，大きな威厳をもっ者よ。

(47) 彼は，望みをもつことなく 57 望まぬ帰減と創造を一回，そしてさらに四回(の帰減

と創造の期聞を)過ごす。第六の色(白色)の最高の道は，疲労なき卓越した者によっ

て成就される580 (Cf.Bedekar [1968] p.334) 

(48) 彼は，百回の帰減と創造の期間，残余期間と共に，望みなく，七(つの世界)よりも

上方で (?)59それら(の世界)に60住むのである610 (彼は， )そこから人間の世界に戻っ

て，それ以後，偉大な人間となる。

(49) 彼は，そこから戻って，それから順序に従い，最初に(より高い?)生き物の誕生に

達する。そして帰減と創造によって作られた旅をする62彼は，もろもろの世界を七回

廻るのである。

(50) 彼は，七回の帰滅を障害と考えて63 成就者の世界に64至り，そこから神の，ヴイ

シュヌの，そしてブラフマンの，そしてシェーシャのベナラの，神の，最高のヴィ

シュヌ神の，不動にして無限の境地に至るのである。

(51) 帰減の時に，身体を焼かれた66人々は (prajaa)常にブラフマンに至る。活動を本性

55a~~u ca 刊号~i!p ca satani y加 imanoviruddhani Cp. manoviruddhani， m雌laS~ k~obhakäni I (心を動揺させる

もの， という意味である Deus節目: die acht [Wel飽n]der G1anzreichen und die [mit ihnen identischen] sechzig 

Hunde巾 [vonps戸hisch伺 Zust如 den，dr，巴issig向rdas Wachen， dreissig向rden Traum， von N百.sehr willkurlich 

zusammengebracht] sind auf das Manas besch尚北t; Ganguli: Know出atthe Eight (aIready referred ω仙のwhich

are identical with the Sixty (subdivided into) hundr官邸， are， unto those that are highly effulgent， only creations of 
出emind (without having any reaI independent existen四). Hopkins [Great Epic] p.165: Th巴eight(worlds) and 

th唱 sixtyand the hundr，巴ds(of vyuhas) are impediments to the mind of出eiIIumina比

56trInye羽 ruddhani N. trll，li jagrasvapnusu守uptyakhヴ加i/( r三事むとは，覚醒，夢，熟睡のことである)

57anI地 Cn. a耐 a恥yog出 varyopas耐 pitandivyan bho民!psty泊三tum剖 amartha与I( r望みをもっととなくJ

とは， ヨーガの自在力によって生じた天の享受を捨てることができなし、 ということである)

58 P. siddha visi許制yagataklamasya D.，K.: siddh孟V乱、iddhasyagataklamasya Cn. siddhäva~iddhasya， sud 

dhabrahmasak弱政arcl，lajIvanmuktatam apraptasya I ( r成就に至っていない者j とは，清浄なブラフマンを直観ナる

ことによって生前解脱に到達していない者のことである)

59 saptottaraqJ CV. sapωttaraqJ， saptapatalalokebhya uttaram I ( r saptottaraJとは七つのノ牛ーターラ世界より上方

ιというJ献である N.sapta puurvoktaani sro同州pancakaqJmanobuddhii ca回目iuttar醐 isattvotkar~abaIena 

utlqgaani yasmin I (七種とは既に述べた耳などの主題と心と認識である。サットヴァの優勢な力によって卓越した，

それらすぐれたもの，そこにおいて， という意味である)

60p. tesu D.，K.: tatra 

61K はこの後に，以下の句作P.47a)を挿入している。

samharavik抑制nani号t阻 ekaIJlcatvari cany如ivasaty anI:地
62p.，K.: saIJlhäravik~epalqtapraväsa\.I D. -p叩bhavah

63sa!pharam upaplav如 isaIJlbhavya Cn. sa!ph蜘!ll，lamulant醐 Isapta bhuradis町 alokant:aa!lokan， manob旧d-

hisahitani jnanendriyal，li va SaIJlh抑制va，bodhena badhitva I (sa!phar百閣は kf1:接尾辞 amを末尾にもつ Gerundで

ある。「七j は，大地を始めとし真実の世界を終りとする世界である。その世界をマナスとブッディを伴う知識器官

によって振り捨てていaIJlhflya)，すなわち英知によって除いて，という意味である Cs.upaplavani， m紅al，lanil

saqJhar剖!lyavatkalpaqJ I ( ri障害j とは死である。「周助とは一劫の期間である) CS.拙!lbhavya，anubhuya I( r考
えてj とは，経験して，の意味である)

64p. siddhaIoke D.，K.: j直vaIoke

65S凶asya Ca. se号ぉya，saqJkar~a頃khyasya I ( rシェーシャJとは，サンカルシャナと呼ばれるものである)

66paridagdhakaya Ca. paridagdhak亘ya，k.5Il，Iabhautikali直喜副k刈ぬめ I( r身体を焼かれたj とは，元素の形象

(?Ii白ga)の滅した一つの身体をもっ， というととである)
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とする神々のあらゆる集団(N.感官)，そしてブラフマンの世界からの不死の者も67(ブ

ラフマンに至る)。

(52) 生き物の創造の時，残余の時をもっ68個我は GlvaJ:i)自らの場所に至る。あらゆる不

幸によって69残余の時がなくなった者のうち70，(神々 に)匹敵する人聞は， (劫の)終

りには，その(神々の)境地に至るのである。

(53) しかし，成就者の世界から逸脱していく者は，順次それ(逸脱する原因)に応じて彼

らの道を行く。逆に，すぐれた人々GIV功pare)，そして，その(すぐれた人々の)力

を衣服とする姿の者たちは71 自身の運命に72赴くのである。

(54) 彼が73残余(の期間)を享受する時，生き物と二柱の白い女神が(?f4(彼の中に)存

在する限りは，五感の本性 (?pancendriyariipa)を統御するならば，その者には75清浄

な心がある。 (Cf.Bedekar[1968] p.334) 

(55) 彼は，常に清浄な心 (manas)で思考しつつ，かの最高の清浄な道に行く。そこか

ら76 不動の境地に近づき，到達しがたい永遠のブラフマンに至るのである。以上，こ

のように，ここにナーラーヤナ神の力を私は汝に語った，欠点なき者よ。 (Cf.Bedekar

[1968] p.334) 

ヴリトラは言った。

(56) そのように理解されたならば，私にはいかなる愁いもない。汝の言葉をその通り正

しいと見るであろう。汝の言葉を聞いて，高貴な方よ，今や私は汚れなく，罪も離れ

ている。 (Cf.Bedekar[1968] p.334) 

(57) このように，尊者よ，偉大な聖仙よ，偉大な威光ある者の無限の力ある輪(cakra)は

活動している。あらゆる創造が生じるところが，無限のヴィシュヌ神の永遠の場所で

ある。彼こそは偉大な最高のプルシャであり，この一切の世界は彼を基盤としている。

ピーシュマは言った。
67 P. brahmalokad amara与 D.b叩.hmalokadaparaちK.brahmaloke hy amaraJ:1 
68 P. prajavisargafl1佃sase号法忌laJ11 D.，K.: prajavisargaJ11 tu sase号akal氾 Cp. praj孟visargaJ11prapya sa~e号沿(ãlafl1，

sas剖劫， karma長田ara[sa]hit功 IvibhaktilopaりchandasaりI( I残余があるj人々とは，行為の残余をもっ人々のこ

とである。活用語尾の消失はヴェーダ語形のためである(?)) Cv. sa五句ak剖め， sal!lsar言nubhav訟法亘la五句asahi偏与/

( I残余があるj 人々とは輪組を体験する時間の残余をもっ人々のことである)

百9p.sarvap晶daye D.，K.: sarve dev孟ye

70p. niりse~ã早ãfl1 D.，K.: niJ:1se~atas 
71 P.，K.: tadbala刊号arupa D. tadbalatulyarupa 

72p. vidhim svakam D. svam svam vidhim K. svakam vidhim 

73sa Ca. saり， siddhalokapr混 yutirahityakhyavise号abhavo，vaisi~tyaprãptir yavad asti I ( I彼がj とは，成就者の

世界を逸脱することのないと呼ばれるすぐれた心をもった者の意味であり，卓越性への到達は干詞主するということで

ある)

74prajas ca devyau ca tathaiva sukle N. prajaa年四国地 tesukl巴devauparωparavidye ca va配 tei組長崎油I( I生

き物1とは一切の生き物， I二:柱の白い女神j とは高次と低次心学問である)

75 P. tavat tada te刊 D.，K.: tavat凶daiJge刊 D.，K.は a匂に単数形 saが用いられているのを考慮したものか。

76凶幼 Cp. tat功j白anasamanantaram凹 aI ( Iそこからj とは，知識を得たすく後で，のことである)
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(58) このように言って，クンティーの子よ，かのヴリトラは気息を捨てた。そして自

己を(ブラフマンに)集中して (yojayitva)，最高の境地に達した。 (Cf.Bedekar[1968] 

p.334) 

ユディシュティラは言った。

(59) それでは，祖父よ，サナットクマーラがかつてヴリトラに語ったのは，この聖なる

神ジャナーノレダナ(=クリシュナ)のことですか。

ピーシュマは言った。

(60) 根本に住し77 大きな熱ゐをもっ78かの聖者は79 自分の無限の光輝によって80 そ

こにいたままで (tatsthaり)，これらの種々の姿をした存在を81創造した。

(61) 彼の四分のーの半分によって82(なるもの)，これを不動のケーシャヴァと知るべし83

(別の)四分のーの半分によって，この英知ある者 (ケーシャパ)は三つの世界を創造

した。 (Cf.Hopkins，Epic Mythology， p.215.52， Hopkins [1902] p.l32) 

(62) 後に相主することになった (arvak.sthitas)，不変の者(ケーシャパ)は，劫の終りには

変化する。(一方)この力強く駒巴ある至尊者は(劫の終りには)水中に横たわり，そして

寂静を本性とする創造者として，この永遠の世界をめくものである。 (Cf.Hopkins[Great 

epic] p.189， fn.l (クリシュナによる救済);Hopkins [1903] p.24 (kalpante parivartate)) 

(63) 無限者は一切を充填し84 サナトクマーラとしておもろもろの世界をめぐる。そし

てこの偉大な存在は，妨げられることなく，彼の中にある (tatstharp)この多様な一切

の世界を創造するのである。

ユディ、ンュティラは言った。

(64) 最高の目的を知る者よ，ヴリトラは自分の道を見出した， と私は思う。それゆえ，

彼は光輝によって86喜び，悲しむことはないのである，祖父よ。 (Cf.Bedekar[1968] 

p.334) 

77 mulasthayi Ca. mulasthayi， sarvapradh加 abhutal:Iisvaral:I I ( r:根本に住しJとは，すべての第一原因に栴主す

る自在者を意味している Cp.mulasthayI vyuharupaりI( r根本に住し」とは，顕現の姿である)

78p. mah孟tapal:I D..K.: mahamanaり
79p.，K.: sa bhagavan D. mahadevo 

80P.，K.: sven語nantena吋asa D. bhagav加 svenat司asa
81 P.，D.: bhavan nanar画pan K. bh孟V加面白na而p扇1

82tunyardhena Cn.，Ca.: tunyardhena， a~þlmabhãgena ( r四分のーの半分によってIとは，八番目の部分に

よって，の意味で、ある)(Cn.a与tlmal!1sena)I Cp. ardhapadam al!1saparam I tunyal!1sena I ( r半分Jは部分を

意味し，四分のーによって， の意味である。) Cs. tunYal!lsena， visvataijasaprajnakhyam avasth砧 ayamapek与抑

制rIyabrahma而pel)a I yad va aniruddhal!l senety artha年I( r四分のーの半分によってj とは， 一切Jの，光よりなる，

英知のと呼ばれる三種の状態に関連して，第四のブPラフマンの姿によって，という意味である。あるいは， アニルッ

ダの部分によって， ということである)

83K.はこの後に次の七Jを挿入している。

tunyal!1sena brahm匂3l!1阻syaviddhi mahatmanal:I I 

84sarval)yas品目yanikaroti Cp. as凪nyyani，pu回 pau凶 didvarapUTl)ani I ( r充填しJe:は，息チや孫などによっ

て満たされている， ということである)

85 P. sanatkumaraり D.，K.: san量凶al:I
86P.，D.: subha K.ぉukhat
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(65) 白色の家系に生まれた白色の者は，完成者であり， (この世界に)戻ることはない，

罪なき者よ。彼は，動物の道からも，地獄からも解放されているのである，祖父よ。

(Cf.Bedekar [1968] p.334) 

(66) しかし，黄色あるいは赤色において存在する者は，王よ，暗闇の (tamasair)行為に

覆われて，動物界のみを見るであろう。

(67) 我々はしかし，ひどく苦しみ87 不快な汚れた顔に染まっている88 いかなる道を我々

は獲得するのであろう o 青(い道か)，あるいは最も下の黒(い道)か890 (Cf.Bedekar 

[1968] p.334) 

ピーシュマは言った。

(68) 清浄な一族をもち，誓約を重んじるパーンダヴァ族は，神々の世界において時を過

ごした後，再び人聞になるであろう。

(69) 神々の聞で90安楽を享受した後，時至れば，幸運にも生き物の創造に出会い，幸運

にも成就者の数に入るであろう。汝ら恐れることなかれ。あらゆる汚れを離れてある

べし910 (Cf.Bedekar [1968] p.334) 

[272章](D.281章， C.I0098・10142，K.287章)

ユディシュティラは言った。

(1) おお，無量の光輝あるヴリトラはもっともダノレマにかなっている，父よ。彼の認識

は匹敵するものなく，ヴィシュヌ神に対する信愛も同様に(匹敵するものがない)。

(2) 無量の光輝あるヴィシュヌ神のこの足跡は認識するのが難しい。どうして，王中の

虎よ，彼はその足跡を92知ったのか，父よ。

(3) あなたが語ったことを，私は信頼しよう，不動の者よ。しかしさらに私には，理解

の不明確さのために93(知りたいという)意欲 (buddhi)が生じた。

(4) 最もダルマにかない，ヴィシュヌを信愛し， (ヴェーダの)語の結合における (padanvaye)

真理を知るヴリトラは，どうしてインドラによって打ち負かされたのか，パラタ族の

雄牛よ。

87 apanna Cp. apannaり， apadgrast劫 I( r苦しみIとは，不幸に見舞われているということである)

88p. raktah kastamukhe 'sukbe D. rakta duhkhasukhe 'sukhe K. kastah sukhe 'sukbe 

89kr~f.1ãdhamãm atha Cn. (reading kr~f.1ãm atha adhamam) kr~f.1ayã 油i伽 adhamãql kr~f.1ãdham加 I ( r最も

下の崇j とは，黒色を伴った最も低いことである)

90P.，D.: deve~u K. anyadehe刊

91 P.，D.: ma vo bhayaql bhud vimaIaりs出asarv巴 K.ma vo bhayaql bhavatu na vo 'sωpapam 

92p. padaql taj D.，K.: padaql旬

93p.，D.: avyaktadat'Sanat K. avyktadarsana 
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。) このように疑問を尋ねる私に語るべし，パラタ族の雄牛よ。いったいヴリトラは，

王中の虎よ， どのよう tこしてインドラによって征服されたのか，を。

(6) 戦いはどのようで、あったのか，それを詳細に語るべし，祖父よ，長い腕をもっ者よ。

私の関心は最高に(達している)から。

ピーシュマは言った。

(7) かつてインドラは，神々の群と共に，車に乗って出かけた (prayata)。すると前方

にヴリトラが山のように立っているのを94見た。

(8) 五百ヨージャナの高さ，敵を調伏する者よ，周囲は (vistarena)三百ヨージャナを超

えた(山のごとく )0(Cf.Hopkins[ 1902] p.153. exceptiona1 usage of accusative to name 

the dimension of a thing) 

(9) ヴリトラの，そのような三界の者(すべて)によっても打ち勝ちがたいその姿を見

て，神々は恐ろしくなって，冷静さを保てなかった。

(10) 一方，王よ，インドラはといえば，その時その卓越した姿を見て，ヴリトラに対す

る恐れから，突然足がすくんだのである95

(11) そして，すべての神々と悪魔との戦いが近づくと眠大音声と楽器の音が97生じた。

(12) しかし，クノレ族の子孫よ，近づくインドラを見て，ヴリトラには狼狽も恐れもなく，

またいかなる懸念も98生じなかった。

(13) それから，神の主たるインドラと偉大なずリトラとの，三界を恐れさせる闘いが生

じた。

(14) 剣，三又槍99 槍，万・矛・ 4昆棒，種々の石，大音声の弓が，

(15) 天の種々の武器が，火と松明が，それから，神と悪魔の軍勢が，全世界に満ちた。

(Cf.C.v.Vaidya， Epic lndia， 1907， pp.248-253武岩の記述)

(16) そして父祖を先頭にしてあらゆる神々の群，そして，大幸運をもっ聖仙たちが，そ

の戦いを見るためにやってきた。

94p. vighitaqJ D.，K.: dhi~~hitaqJ 
95urst制nbho Ganguli: struck with palsy in the lower exremities; Deussen: schlotterten die Knie; 中村

[1998]:ひざがにわかにがくがく震えた

96p. tasmin yuddha upa~由it巴 D.，K.: tasmin yuddhe hy upas出 te D.，K.は hiatusbreakerを挿入していると考

えられる。

97 P. nis vana与 D.，K.:niりsvanaJ:i
98astha Ca. astha， dr<Jhaりpratyaya与jetumasakyo 'y創nitil(r懸念Iとは，勝つことはできないという恐れる

観念である)

99p.，D.: pa~併ai与K. pa~~a~制。
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(17) 偉大な王よ，最上の天上の車に乗ってシッダが，パラタ族の雄牛よ，そして，アプ

サラスと共に最上の天上の車に乗って，ガンダルヴァも，集まって来た。

(18) するとタツレマを保持する者たちの中ですくやれた者で、あるヴリトラは，石の雨で中空

を充満して，山から (?)100(石の雨を)神々の王(インドラ)に降り注いだ。

(19) すると神々の群は，非常に怒って，矢の雨によって101 戦闘においてヴリトラが

投げた石の雨を排除した。

(20) クル族の虎よ，大幻術をもっ大力のヴリトラは，幻術の戦いによって，神の王(イ

ンドラ)をあらゆる面で悩ませた。

(21) インドラは，ヴリトラに苦しめられて意識を失った (moha)。そのとき，ヴァシ

シュタ仙は，ラタンタラの祭文によって彼を目覚めさせた。 (rathantarasarnan; cf. 

A.B.Keith， The Religion and Philosophy of the Veda and Upanishads， pp.253， 335， 

350，351，461，486.) 

ヴァシシュタ仙は言った。

(22) あなたは神の中で最もすぐれた者である，神の中の主よ，神の敵を粉砕する者よ102

三界の力をすべて備えたあなたが，何故力衰えたのか。

(23) ここにいるのはブラフマー神である。ヴィシュヌ神である。世界の支配者シヴァ神

である。ソーマ神である。至尊の神である。そしてあらゆる最高の聖仙である103

(24) 誰か他の者ならばするように，インドラよ，絶望してはならない。闘いにおける聖

なる決心をして，敵を殺すべし，神の支配者よ。

(25) こちらは，あらゆる世人によって敬われている三つ眼の世間師である。(この)至尊

者が汝を見ている。惑乱を去るベし，神の支配者よ。

(26) こちらは，ブリハスパティを先頭にした党仙たちである，インドラよ。彼らは神聖

な讃歌によって，勝利のためにあなたを讃えている。

ピーシュマは言った。

(27) このように偉大なヴァシシュタ仙によって眼を覚まされて，最高の光輝をもっイン

ドラには，非常な力が生じた。

lOOp. P訂vatatsamavakirat D. S制法iraddrutam K. sarva帥 samavakirat 山のごときヴリトラが，山頂から

降り注ぐがごとく， という意味か。

10¥ P. sastravrstibhih D.，K.: saravrstibhih sas回よりも五訂aの方が意味がより明瞭に限定されている。

102p. surarivinibarhm;Ja D.，K.: daityäsuranibarha~a 
103K.はこのあとに以下のもJを挿入している。

samudvignaf!l samIk~ya tvaf!l svastity ucur jayaya te I 
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(28) そして，パーカの処罰者である至尊者は，意識を取り戻し，偉大なヨーガに専心し

て，彼の幻術 (maya)をとり除いた。

(29) それから，幸運あるアンギラスの息子，そして最高の聖仙たちは104 ヴリトラの勇

猛さを見て，大自在者(シヴァ神)に近づいて，世間の幸福を望んで，ヴリトラの消滅

を目的として話をした。

(30) すると至尊なる世界の主の光輝は熱病 Gvara)となって，すぐれたダイトヤであ

る¥05恐ろしいヴリトラに106入りこんだ。

(31) 一方，あらゆる世界で敬われる至尊の神ヴィシュヌは，世界の保護に専念して，イ

ンドラのもつ金剛杵に入り込んだ。

(32) すると，賢明なるブリハスパティは，インドラに近づいて，また，偉大な光輝をも

つヴァシシュタ仙，そしてあらゆる最高の聖仙たち，

(33) 彼らも，恩寵を与え，世界で敬われているインドラに近づいて，心を一つにして

(ekagramanaso)， rヴリトラを殺すべし」と言った，力ある者よ。

大自在者は言った。

(34) インドラよ，この偉大なヴリトラは，大力によって覆われ，一切を本性とし，どこ

へでも至り，多くの幻術をもつことがよく知られている。

(35) それ故 (tad)，このすぐれた悪魔は，三界によっても勝つのが難しい。汝は， ヨー

ガを用いて殺すべし。見下してはならない，神の支配者よ。

(36) このヴリトラは，力のために，六万年間苦行を行い，神の主よ，ブラフマー神は彼

に恩寵を与えたのである。

(37) (その思寵とは)ヨーガ行者の偉大さ，偉大な幻術をもつこと，大力をもつこと，そ

して最高の精力 (tejas)である，神の自在者よ。

(38) かくして，私の精力 (tejas)は(汝に)入ったのである，インドラよ。汝もまた同

様になったので，このダーナヴァ族のヴリトラを，金剛杵によって殺すべし107

シャクラは言った。

(39) 至尊者よ，あなたのd恩寵によって，近づくのが極めて困難なディティの子を，汝の

見ているところで，金剛杵を用いて殺すであろう，神の雄牛よ。

104p. P悶 m明 ayaQ D.，K.: sumahar~aya与
105p. daityavaraf!l D.，K.: lokapatif!l 

106p. m油araudramvr汀am D. tada rau命。 vrtram K. tada raudram vr廿am

1仰P.v!u"am enaf!l tvam apy evaf!l jahi vajre'.la danavam D. vyagram enaf!l tvam apy 印刷河町aj油 idanavam 

K. vr佐amevaf!l tv avadhYaf!1 taf!l vajre'.la jahi d如 avam
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ピーシュマは言った。

(40) 偉大な悪魔，ダイトヤに熱病が入った時，神々と聖仙に喜びのために大歓声が起

こった。

(41) そして，太鼓，大音響のほら貝，鼓，小太鼓が108千回も鳴った。

(42) あらゆる悪魔には，意識の大喪失が生じた109。そして強度の知恵の消滅が110_.瞬

にして生じた。

(43) 熱病が(悪魔ヴリトラに)入ったのを111知って，聖仙と神々は，支配神インドラを

讃え， (戦うよう)鼓舞した。

(44) というのは，闘いの最中，聖仙たちによって称賛されつつ，戦車に乗っていた偉大

なインドラの姿は，まことに見るに耐えない (?sudur“am)ものであったからである。

[273章](D.282章， C.I0143-10207， K.288章)

ピーシュマは言った。

(1) 偉大な王よ，全身に索摘に入り込まれたヴリトラの身体に生じた症状(li勾a)を，私

から聞くべし。

(2) 口には炎が燃えた(jvalita)恐ろしい姿をし， (顔は)ひどく青ざめた。手足はひどく

震え，ひどい噛鳴が生じた。髪は激しく逆立ち，著しい呼吸困難も生じた，王よ。

(3) そして不吉な (asiva)外見の，残忍な恐ろしいジャッカノレ (siva)が彼の口から飛び

出した。それは彼の想念である112 パーラタ族よ。そして，燃えて輝く流星が彼の近

くに現れた。 (Cf.Hopkins，Epic Mythology， p.129.50) 

(4) はげ鷲，青鷺の群 (?vada)は1¥3恐ろしい声を発し，歓喜して114ヴリトラの頭上

を，円盤のように廻った。

(5) それからインドラは，闘いのために神々によって増強された115その戦車に立ち，金

剛杵を持ち上げて，かのダイトヤを見つめた。

(6) その偉大な悪魔は，人聞には出せない (am孟nusam)叫び声を発した。そしてひどい

熱病にとりつかれた彼は，すぐれた王よ，あくびをした。彼があくびをしている時，

インドラは，金剛杵を投げた。(この章未完)

108p. dindimas D..K.: dindibhaS 

109p. smlU1opo 'bhavan m油如 D.，K.: s~i1opo m油anabhiit P.とD.Kとの相違が imperfωtとaoristであ

るのは，過去を表す両者に対する意識の相違を反映しているか。

1I0p. prajnanasas ca D.，K.: mayanaSas ca 

l11p..K.: tam avistam D. tathavistam 

112p.，D.: s~iり臼sya sa K. s~ir na号!asya
113p. w.dhrakailkavavm.las caiva D.，K.: w.dh~劫 kati.kãbal紘ãSca Deussen: Geier， Reiher und ~iche Gan-

guli: Vultures and kanakas and cra日目

114p.，K.: saI!lhr~凶 D. saIJl明!as

115p. devapyaitam D.，K.: devapyayi旬。)




